
誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン 令和７年５月１日現在 江戸川区立一之江小学校

年度 国語 算数 学年 国語 算数

令和８年度の目標 70.0% 70.0% 第６学年 59.1% 44.0%

令和７年度の目標 65.0% 65.0% 第５学年 48.5% 60.0%

令和６年度の結果 59.7% 41.9% 第４学年 70.7% 74.7%

令和５年度の結果 67.0% 65.4% 第３学年 46.2% 53.9%

学校全体の取組

特に支援が必要な児

童・生徒への手だて

成果指標 R６年度の学校評価の保護者アンケートで「お子さんは、毎

日家庭学習に取組んでいる」という設問に対し、前回よりも

肯定的な評価が増え、約８０％であったことを踏まえ、R７

年度の目標を８５％とする。

・「江戸川っ子sutdy week」と関連付け、家庭学習における

電子ドリルの活用を促進する。

・学期に一度、２週間の読書週間を設定し、全児童が読書紹

介カードを作成し、おすすめ図書を紹介し合う交流活動を実

施する。また、長期休業には、「読書科コンクール」の取組

を推進するなどして読書の習慣化を図る。これらの取組の中

で個別の支援を実施する。

・１人１台端末を効果的に活用し、学校の学習と家庭の学習

の一体化を図る授業の工夫を積極的に行う。

・朝読書や読書の時間を確保するとともに、毎学期読書週間

を設定し、児童の読書への意欲を喚起し、主体的な読書活動

を推進する。また、図書のバーコード化により、本を借りや

すい環境を整備する。

・「一之江学び方スタンダード」の取組を全学級の経営の基

盤とし、学校全体として揺らぎのない指導を実施する。

・「めあて」と「振り返り」をセットにした授業を実施し、

児童に学びを実感させる。

・ハンドサインを活用し、児童全員の学習参加を促す。

・教科担任制については、５・６年生の全学級と３・４年生

の可能な範囲で教師の専門性を生かした授業を実施する。

・児童理解を指導の基盤とし、信頼関係を構築しながら毎日

の指導に当たる。

・１人１台端末の効果的な活用を通した授業改善を進める。

・児童の発言や態度、ノートやタブレットの学習記録を基に

一人一人の学習状況を把握し適切な手立てを講じる。

R６年度全国学力状況調査

国語の平均正答率は７２％だった。D層が１３．３％と昨年

より少なくなり、A層が４０％以上という結果だった。算数

は、平均正答率が５９％と昨年に比べて低く、区や都の平均

を下回っていた。これまで課題になっていた図形の領域で

は、区の平均を上回っていた。

・「一之江学び方スタンダード」の取組を通して学びに向か

う環境を整え、基礎・基本の定着と学習意欲の向上を図る。

・習熟の時間を授業の中で取り、基礎・基本の確実な定着に

つなげる。

・ＧＩＧＡスクール構想の趣旨に即し、ＩＣＴを効果的に活

用した授業を全教科等で実施する。

・児童一人一人の学びを確実に把握し評価する。

・日頃から個々の学習の定着状況の把握に努める。その上

で、電子ドリル等を活用し、一人一人の学びに適した課題に

取り組ませ、基礎学力の定着を図る。

・放課後補習教室の担当者が中心となり、参加児童の学習状

況に応じて、担任と講師が連絡を取り合い、効果的な学習と

なるよう工夫する。

R６年度ベーシックドリル

平均正答率が６０％を下回っていたことを踏まえ、R７年度

の目標を平均正答率７０％とする。

R６年度学習定着度調査

４・５年生の平均正答率が７０％を上回っていたことを踏ま

え、R7年度の目標を平均正答率８０％を上回ることとする。

教員の指導力向上 学習習慣の確立

目標達成に向けた取組

全国学力・学習状況調査

Ａ・Ｂ層の割合

基礎学力の保障

令和６年度江戸川区学力調査結果

Ａ・Ｂ層の割合


